
デイリーポータルZ
活動報告（内側の）



デイリーポータルZ
• 笑い
• 多様性
• ⽣きやすい世界に

する（おれが）
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顔が⼤きくなる箱



地味ハロウィン



運営会社と位置づけ
2002 2017

⾃社サービスへの送客
ブランディング

売上 売上

⾃社サービス貢献

ずっと⾚字です
→ ではどうするか、どうしてきたかをご説明します



ステークホルダーに「これは必要」と思って
もらう

⾃分で「これは必要」と⾔っても聞いてもらえない

(1) 当事者にする

(2) 数字で説明しない

(3) 他者の評価を引⽤する



(1) 当事者にする

ウェブサイト・イベント
に登場してもらう

⼈間は⾃分が出てるコンテンツは好きになる。
当事者になってもらう。



(2) 数字で説明しない 1/3

広告換算値はやぶへび

『エンゲージメント』など
で説明する

認知

興味・関⼼

⽐較・検討

購⼊

「広告換算値」を⾔って納得してもらったことがない。
短期的な損得、数字にこだわるとやけどする。同じ⼟俵で戦わない。
エンゲージメントとか評価経済とかそんな話をしたり。ありがちなファネルの絵を書いて購⼊ではな
く認知ですなんて話にする



(2) 数字で説明しない 2/3

定量報告のあとに定性報告



(2) 数字で説明しない 3/3
イベントは写真が⼤事

イベントの写真は⼈が集まっているところを撮る（無理やり寄せても撮る）
記録係を準備する（主催者は撮る暇がない）



(3)他⼈の評価

10万PV＜200⼈の集客

メディア掲載実績

PVは数字なので10万でも1万でもあまり刺さらない（ネットサービスに詳しい⼈ではない限りは）。
でも⽬の前にいる200⼈は響く。
レガシーなメディアに載った実績は効果がある。デイリーポータルZもメディアなのでなんかなーとは
思う。



「これは必要」と思ってもらうために

「楽しいから」を⾔い換える
• 価値は「楽しさ」

• 「楽しいから」を提案書・稟議書に書ける⾔葉にする

• でも、価値が感情なので効果的なのは作品を作ること

ステークホルダーに説明したり参加してもらってデイリーの楽しさをわかってもらう。
とはいえ、「楽しいから」は書類に書きにくいのでちゃんとした（ように聞こえる）⾔葉にする。
でもこの⾔い換えの作業はあくまで補助で、価値の「楽しさ」を感じさせる記事・作品を作るのが
⼿っ取り早い。


